
 

  

  

  「小さな親切を広げたい日本列島クリーン大作戦」in隠岐の島 隠岐支庁 

第４４回 島根県中学生「水の作文コンクール」の審査結果について  河川課 管理G 

水の事故に気をつけましょう！ 
    管理G 

    河川海岸整備G 

令和４年度「土砂災害防止に関する絵画・作文」の募集について 砂防課 

 

・３密（密閉空間・密集場所・密接場面）を

避けましょう！ 
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山陰合同銀行に本部を置く“｢小さな親切｣運動山陰本部”が開催する｢日本列島クリ

ーン大作戦｣が隠岐地区の中村海水浴場で6月4日に開催されました。 

この取り組みのテーマは、“いつでも、どこでも、誰にでもできる”「小さな親

切」の輪を山陰両県に広げることです。 

一昨年はコロナ禍、昨年は天候に恵まれず今年は久しぶりの活動でしたが、当日は

地元自治会、山陰合同銀行西郷支店、中国電力ネットワーク株式会社、官公庁から多

くの職員が参加して行われました。 

 

隠岐支庁 

綺麗にするって

気持ちいいね！ 

【おまけ】（農林水産局） 

しまねの河川と海岸だより1月号

に掲載した｢砂浜リノベーション（防

砂対策と景観向上の両立）について｣

で植えたマツバギクもきれいな花を

咲かせ出していました。 

 



 

 

 

  

 私たちが生きていくうえで欠かせない「水」の貴

重さ、重要性について理解を深めるため、国では毎

年８月１日（水の日）から１週間を「水の週間」と

定め、全国で様々な行事が催されています。 

 島根県でも、次代を担う中学生を対象に、島根県

中学生「水の作文コンクール」を実施し、審査の結

果、下記のとおり入賞作品を決定しました！ 

 なお、作品については、国土交通省主催第４４回

「全日本中学生 水の作文コンクール」に推薦しま

した。 

【優秀賞】 

  開星中学校  ２年  津森 咲良 

  「水質汚染と私たちができること」 

 私たちが毎日何気なく使っている水ですが、飲み水、川や海などのレジャー、水

力発電などのエネルギーとしても利用されている一方、洪水や土石流などの災害を

引き起こす一面があるなど、様々な顔をもっています。島根県中学生「水の作文コ

ンクール」では、暮らしに深く関わっている水について考えるとても良い機会とな

ります。 

 来年の島根県中学生「水の作文コンクール」にも多くの中学生の皆さんの応募を

お待ちしています。 

 

 
 

 

河川課 管理グループ 

※入賞作品は、島根県土木部河川課ＨＰに掲載しています！ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/river/kasen/contest/dai44mizunosakubunsinnsakekka.html 



 

 

 

河川課管理G・河川海岸整備G 

 

 暑くなり、川や海で遊ぶ機会も多くなるかと思いますが、毎年全国で水の事故が発生しています。

水遊びをする際は、当日の気象情報に留意する、危険な箇所に行かないなど、安全に気をつけて楽し

んでください。 

 また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、体調不良のときは水遊びを控える、ソーシャ

ルディスタンスを確保するなど、感染症対策にも十分ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←ウォーターセーフティガイド

はこちら 

 

①１人で泳ぎに行かない。 

②子供だけで海に行かない。 

③天気が悪いとき、海が荒れているとき

は海に入らない。 

④波打ち際でも足を取られる危険がある

ので注意する。 

⑤海水浴場以外の場所で泳がない。 

⑥疲れているときは、無理せず休憩する。 

⑦沖に流されないように注意する。 

 

「海水浴中の事故に注意！」境海上保安部 

「ストップ！河川水難事故」国土交通省河川局 

水の事故に気をつけましょう！ 

島根県の河川の水位、気象情報につい

ては、島根県水防情報システム（最終

ページにQRコード記載）もご活用く

ださい！ 



 

 

  

 島根県と国土交通省では、次代を担う小・中学生の皆さんに土砂災害及びその防止に

ついての理解と関心を深めていただくため、土砂災害の様子や避難の体験、防災への備

えなど土砂災害防止に関する作品を募集しています。 

●応募資格／県内の小・中学生 

●応募方法／ 

【絵画の部】サイズ、表現方法は自由 

作品の裏面に、画題、学校名、学年、氏名及びふりがなを明記 

 【作文の部】４００字詰め原稿用紙で 

・小学校低学年（１～３年生）は２枚～３枚（800～1,200字）程度 

       ・小学校高学年（４～６年生）は３枚～４枚（1,200～1,600字）程度 

       ・中学生は４～５枚（1,600～2,000字）程度 

作文冒頭に、表題、学校名、学年、氏名及びふりがなを明記 

   ※未発表のものに限ります 

●応募締切／令和４年９月１５日（木）消印有効 

●応募先 ／島根県土木部砂防課 ｢土砂災害防止に関する絵画・作文」担当 

●表彰等 ／優秀作品に表彰と副賞、応募者全員に参加賞を贈呈 

●問合せ先／島根県土木部砂防課 TEL0852-22-5206 

 

砂防課 

※詳しくはホームページをご覧ください。「島根 絵画作文募集」で検索！ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/bousai_info/bousai/sabo/sabou_rekishi/bousi_gekkan/kaigatou.html 

 

令和３年度 絵画の部  最優秀賞作品 



【編集後記】 河川課 企画調査グループ 福島 

６月号では「水の事故に気をつけましょう！」の記事を掲載しましたが、警察庁の「令和３年に

おける水難の概況」によると令和３年は全国で 1,395 件の水難事故が発生し、1,625 人の方が

事故に遭われています。 

国土交通省では、「安全に気をつけなが 

らも、多くの子供たちに楽しく川で遊ん 

で欲しい！」との思いを込め、「うんこド 

リル」とコラボした「うんこドリル川の安 

全」を作成しています。 

最初この記事を見たときには、正直目 

を疑いましたが、中身を見てみると確か

にインパクトがあり記憶に残ります。 

ＨＰに冊子やアプリが掲載されていま 

すので、川遊びに行かれる前にご確認く 

ださい。               

島根県河川課では、今後も引き続き、河川・海岸に関する話題を提供したいと思います。バック

ナンバーは河川課ホームページにも掲載していますのでご覧ください。 

また、出前講座には以下のホームページから申し込めますのでこちらもご利用ください。 

 

 

 

 

 

編集者 島根県土木部河川課企画調査グループ  

TEL：0852-22-5647 FAX：0852-22-5681        mail：kasen@pref.shimane.lg.jp      

 

 

 

 

 

  

河川課 トップページ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/kasen/ 

 
河川課 しまねの河川と海岸だよりHP 

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/river/kasen/tayori/ 

 

出前講座申し込みHP 

  https://www.pref.shimane.lg.jp/admin/seisaku/keikaku/demae/shimanedemaekouza/ 

島根県水防情報システム：川の水位・雨量情報や監視カメラが見られます。 

PC版 URL：https://www.suibou-shimane.jp/pc 

スマホ URL：https://www.suibou-shimane.jp/s 

携帯版 URL：https://www.suibou-shimane.jp/m 

 

川の水位情報（危機管理型水位計）：洪水時の川の水位が見られます。 

PC・スマホ共通 URL：https://k.river.go.jp/ 

スマホ版 携帯版 

※「国土交通省 うんこドリル」で検索してみてください。 

mailto:kasen@pref.shimane.lg.jp
http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/river/kasen/tayori/
https://www.suibou-shimane.jp/pc
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